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【授業の主題】 

看護実践の中心は倫理である。臨床現場において看護職は様々な倫理的問題やジレンマに遭遇する。どのように判断し対応し

ていけばよいのか、倫理的判断を適切に行うために必要な理論や方法論について学ぶ。多様な価値観をもつ人間のこころを大

切にしながら、具体的な事例を用いて臨床現場での倫理的問題を分析・解決するための基礎を学ぶ。 

 

【到達目標】 

1. 人間の尊厳や人権の尊重という価値観の重要性を理解できる。  

2. 上記を理解したうえで、看護実践には倫理的配慮が必要であることを認識できる。  

3. 看護実践上の倫理的問題を明確にし、調整や解決のための基本的な方法について説明できる。 

 

【授業計画・内容】 

第１回 看護倫理についての基礎知識  

第２回 看護倫理のアプローチ  

第３回 看護倫理に関係する重要な言葉① 

第４回 看護倫理に関係する重要な言葉② 

第５回 さまざまな看護活動と倫理   

第６回 社会的要配慮者の看護と倫理  

第７回 看護研究における倫理 

第８回 グループワーク 

 

【授業実施方法】 

基本的には講義形式であるが、授業中のミニディスカッションも考えている。また、グループワークも取り入れる。 

 

【授業準備】 

授業ではディスカッションの時間を設けることを考えている。事前に教科書等をよく読んで自分の考えを表出できるようにし

て出席すること。 

 

【主な関連する科目】 

看護学概論、看護学領域全体 

 

【教科書等】 

小西恵美子他編 看護倫理 よい看護・よい看護師への道しるべ 改定第3版 南江堂 2024 

 

【参考文献】 

石井トク編 看護倫理 看護の本質を探究・実践する 学研 

系統看護学講座 別巻 看護倫理 医学書院 

手島恵 これからの倫理と看護 日本看護協会出版会 

 

【成績評価方法】 

筆記試験（90％）とグループワークおよび授業態度等（10％）を合算して評価する。 

 

【実務経験及び実務を活かした授業内容】 

特定機能病院で多数の部署を経験した。様々な人々との出会いがあり、それに応じた様々な倫理的場面も経験した。それらを

活かして、看護を取り巻く倫理的問題について授業を行っていく。 

 

【学生へのメッセージ】 

看護職の職業倫理として位置づけられる看護倫理は、看護職が患者や家族と関係を築くための基盤となっています。日々直面

する倫理的問題を解決するためにどのように行動するべきか・なぜその行動をとるべきか、積極的に事前・事後学習に努め、

倫理的な感受性や判断力・対応力の基礎を身に着けてください。 
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